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産業建設常任委員会 

所管事務調査資料 
 

（令和 6 年 10 月 24 日） 
 

 

 

 

（事務調査） 

①  宇隆公共牧場及び展望台の現況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業経済課 

農業グループ 

林業・森林再生推進グループ 
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１．宇隆牧場の現況について（農業グループ所管） 

 

（１）指定管理地・指定管理者 

名 称 所在地 面 積 指定管理者 指定管理期間 

宇隆牧場 宇隆 158 番地 3 ほか 79.9ha 

（利用面積 30ha） 

GOOD GOOD 株式会社 R3 年度～R7 年度 

 

（２） 指定管理者が行う業務 

① 牧野の管理等に関する必要な業務 

② 利用許可 

③ 利用料の収受（家畜１頭につき日額１５０円） 

 

（３）職員体制 

名 称 配置数 職 種 

宇隆牧場 5 名 社員 1 名・パート 4 名  

 

（４）指定管理計画及び実績（各年度 4 月 1 日時点）                  単位：頭 

年 度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

計 画 20 25 30 35 40 

実 績 0 27 37 61 － 

   ※実績はいずれも綿羊 

   ※令和 6 年 9 月 30 日現在 92 頭 

    令和 7 年度飼養頭数は 160 頭程度まで増頭予定。 

 

（５）指定管理事業者の収支                               単位：千円 

 R３ R４ R５ R６ R７ 

 計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績見込 計画 

利用収入 540 0 675 675 810 95 945 1,872 1,080 

収入計 540 0 675 675 810 95 945 1,872 1,080 

施設管理費 80 0 80 350 80 34 80 300 80 

備品・消耗品費 560 0 565 407 620 15 725 638 780 

人件費 50 0 50 1,399 60 1,444 70 1,560 80 

支出計 690 0 695 2,156 760 1,493 875 2,498 940 

収支差額 -150 0 -20 -1,481 50 -1,398 70 -626 140 
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（６） 宇隆牧場の整備状況 

① 実施事業： 畜産担い手育成総合整備事業による草地整備 

② 事業実施主体：公益財団法人 北海道農業公社 

③ 事業実施期間 令和５年 6 月 1 日～10 月 31 日 

 

実施面積(ha) 事業費（円）  実施内容 

町負担 補助金（国費・道費） 

24.14 17,799,100 6,409,100 11,390,000 草地整備改良 

④ 事業実施範囲 

 
 

（７）今後の管理計画（予定） 

 現行の指定管理期間においては、町内の畜種農家が公共牧場を活用しての放牧している実績は皆無です。利用

しない理由としては、自分の採草放牧地で放牧できる為、運送経費を支出して公共牧場まで運搬する必要がない

等の声を伺っています。 

 このような状況を踏まえて、現行指定管理期間の最終年である令和７年度中に町内の畜種農家に意向調査を実

施したうえで、町内の２つの公共牧場機能の廃止等について検討する必要があると考えています。 
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２．宇隆牧場に設置した展望台の活用方法について（林業・森林再生推進グループ所管） 

 

（１） 設置の経緯 

① 厚真町では新町・宇隆・豊沢地区にまたがる厚真町環境保全林の高度利用を図るため、令和３年度に「豊

沢地区森林エリア整備基本計画」を策定 

② 基本計画では、古民家の移築や、散策路の整備・利用の推進等についても記載 

③ 散策路整備については、環境保全林と隣接する宇隆公共牧場も含んだ上で計画することとし、公共牧場  

内で眺望が良い林地部分に展望台を設置し、散策等の利用推進を図ることとした(基本計画内 P10 参照) 

④ 展望台については、その趣旨に賛同した日胆地区測量設計協会から整備等の費用の支援を受け、令和４

年度に整備を完了（幅約７ｍ、長さ約 14ｍ） 

  ⑤ 環境保全林から展望台までの宇隆公共牧場内の散策路については、令和５年度に整備を完了 

  ⑥ 家畜防疫上の問題から、一般開放については散策路沿いに牧柵を設置してから実施する予定 

⑦ 現在、牧柵を設置中 

⑧ 散策路及び散策路より南側の敷地については、牧柵により牧場と切り分けて林業・森林再生推進グルー

プが管理を実施（林業・森林再生推進グループ管理の敷地は、指定管理面積より減） 

 

（２） 活用方法 

① 展望台の活用については散策路の一部として利用することを想定 

② 展望台へのアクセスは徒歩等を想定 

③ 一般開放は令和７年度以降を計画。ただし、家畜への防疫の観点から開放日を限定することを想定 

（例：土日祝のみ開放等） 

  ④ また家畜防疫上、一般利用者は展望台及び周辺の森林を利用することとし、牧場内へは立ち入らない 
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宇隆公共牧場展望台位置図

展望台
散策路
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展望台ウッドデッキ
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牧柵の設計案 


